












































































第Ⅱ章擦文・続縄文文化期の調査

第Ⅱ章擦文･続縄文文化期の調査

当初、撹乱によりⅢ層は残存していないと考えていたが、A地区では旧河道部に、 B地区では丘

頂部及び西側部分に残存していることを確認した。

A地区Ⅲ層からは20点の土器片が出土した。調査区南東壁清掃中、数点の続縄文土器が出土した

ため、 旧河道部を約12×3m拡張したところ、 L-26区上位l層(図1-7)からⅥ群B1類の同一個体

片がまとまって出土した。 これ以外には撹乱からⅥ群B1類が2点出土している。

B地区では、撹乱土除去中、擦文土器片が1点出土し、また、西側部分で厚さ5cm前後のTa-b

火山灰（Ⅱ層）が確認されたため、Ⅲ層上面までジョレンを用いた人力による清掃作業を行った。

遺物出土点数は211点で、続縄文土器62点、擦文土器10点、剥片石器5点、礫石器4点、剥片10

点、礫120点である。続縄文土器はⅥ群C2～C4･D類が出土した。Ⅵ群C4類が最も多く51点、Ⅵ

群C3類が9点、Ⅵ群C2類が1点、Ⅵ群D類が1点である。Ⅵ群C3類がP-4区丘頂部平坦面から

出土した以外は、 0･P-6･7区西側斜面からの出土である。擦文土器は西端0-7区斜面際からⅦ群

Bl類aの土器片8点が出土している。また、Ⅷ群A類･Bl類aが各1点撹乱から出土している。

B地区からは、石器類や礫も出土している。出土傾向としては、石器類は丘頂部平坦面から、礫

はⅢ層残存部全域からの出土で、土器のように偏った傾向は認められない。器種に関しては、ポイ

ント1点、スクレーパー2点、 RF･UF各1点、たたき石1点、砥石1点、石皿2点である。礫の中

には棒状礫も含まれるが、全体の1割程であり、その出土傾向に偏りは認められない。

A･B両地区ともⅢ層にかかわる遺構は検出されていない。 （岩橋）
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オニキシベ6遺跡

第1節包含層出土遺物

土器(図Ⅱ-1-1～8図版8-1-1～8）

Ⅵ群B1類a種土器(1･2)

アヨロ2類a並行の土器である。出土点数は21点で、 19点がA地区から出土した。

1 ･2は深鉢形土器の同一個体片で、 1は口縁～胴部片、 2は底部片である。 口唇外面には棒状工

具による刻みがやや斜めに施文されている。地文はLR縦走縄文で、施文後ナデ調整が施される。口

唇部形態は角状で､口縁部内面には稜が形成されていることからアヨロ2類a並行の土器と考えた。

底部は上げ底状を呈する。

Ⅵ群C2類土器(3)

後北B式土器である。出土点数は1点で、 B地区からの出土である。

3は深鉢形土器の底部片である。底径62mm、形状は上げ底で、急角度で立ち上がったのち外反す

る。 RL縦走縄文が地文として施される。

Ⅵ群C3類土器(4)

後北Cl式土器である。出土点数は9点で、全てB地区からの出土である。

4は深鉢形土器の口縁～胴部片である。 口唇にはへう状工具での横からの刺突による刻みが施さ

れる。

Ⅵ群C4類土器(5)

後北C2-D式土器である。出土点数は27点で、全てB地区からの出土である。

5は胴部片で、微隆起線文・三角列点文・帯縄文が施される。

Ⅵ群D類土器（6）

後北Cl式土器前後に並行する弥生系土器である。 6は口縁部片で、 口縁部は外反し小突起が設け

られる。 4条の平行沈線文が施され、その間に三角列点状の刺突文が施されている。 この下縁には

浅い連続山形文が描かれる。 口唇にRL縄文が施され、器表面はRL帯縄文が施文されている。

Ⅶ群A類土器（7）

擦文文化期初頭に位置づけられるもので、十勝茂寄式及び北大Ⅲ式に相当する土器である。出土

点数は1点で、 B地区からの出土である。

7は甕形土器の口縁部片である。 口唇は角状に成形される。器表面には反時計回りにヘラナデが

入れられ、棒状工具による円形刺突文が施文される。

Ⅷ群B1類a種土器(8)

8は甕形土器の口縁～胴部片である。 口唇やや内側寄りに浅い凹線が引かれ、 口縁部及び胴部に

は数条の段状沈線文が施文されている。 （岩橋）

石器(図Ⅱ-19 図版8-1-9)

Ⅲ層からは剥片石器が4点出土している｡9は黒曜石製の石嫉で､A2類に分類される｡長軸43.3m

で、 B類に分類される長さではあるが、無柄であること、両面に入念な調整が施されていること、

薄く鋭いことから石鍼と判断した。 （服部）
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図Ⅱ－1続縄文・擦文文化期包含層出土遺物

表Ⅱ－2続縄文文化期包含層出土土器属性表
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表Ⅱ－3擦文文化期包含層出土土器属性表
占 器面調整
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表Ⅱ－4続縄文文化期包含層出土剥片石器属性表
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第Ⅳ章自然科学的分析

第Ⅳ章自然科学分析

第1節オニキシベ6遺跡における放射性炭素年代

(株)加速器分析研究所

1測定対象試料

オニキシベ6遺跡は､北海道勇払郡厚真町字幌内482-2(北緯42. 46′ 00〃 、東経141｡ 59' 13" )

に所在する。測定対象試料は、Vb層上位の焼骨片集中02 (VBB-02)出土炭化種子(No.004 :

IAAA-123073)、H-29区包含層Vb層上位出土炭化種子(No.012:IAAA-123074)の合計2点である（表

1）。炭化種子はいずれもクルミ属に同定されている。

Vb層は樽前cテフラを被覆し、縄文時代後期末葉堂林式期の遺物が多数出土している。

2測定の意義

オニキシベ6遺跡は縄文時代後期末葉堂林式期のほぼ単純遺跡であり、 当該期の年代データを蓄

積する上でよい試料となる。

3化学処理工程

（1） メス・上･ンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（2）酸-アルカリー酸(AAA:AcidAlkaliAcid)処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し､乾燥させる｡AAA処理における酸処理では､通常lmol/0(1M)

の塩酸(HCl)を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)水溶液を用い、 0.001M

から1Mまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が1Mに達した時には｢AAA｣、

1M未満の場合は「AaA」 と表lに記載する。

（3）試料を燃焼させ、二酸化炭素(cO,)を発生させる。

（4）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（5）精製した二酸化炭素を鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト (c)を生成させる。

（6）グラフアイトを内径lⅡ皿のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、

測定装置に装着する。

4測定方法

加速器をベースとした14C-AMS専用装置(NEC社製）を使用し、 14Cの計数、 13C濃度( [3C/'2C)、

'℃濃度('4C/'2C)の測定を行う。測定では、米国国立標準局(NIST)から提供されたシュウ酸(HOxn)

を標準試料とする。 この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

5算出方法

(1) 6｣3Cは、試料炭素の13C濃度('3C/12C)を測定し、基準試料からのずれを千分偏差(%｡)で

表した値である （表l)｡ AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」 と注記する。

(2) 14C年代(LibbyAge : yrBP)は、過去の大気中14C濃度が一定であったと仮定して測定され、
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オニキシベ6遺跡

1950年を基準年(0yrBP) として遡る年代である。年代値の算出には、 Libbyの半減期(5568

年）を使用する (StuiverandPolach l977)｡ ]4C年代は613Cによって同位体効果を補正す

る必要がある。補正した値を表lに、補正していない値を参考値として表2に示した。 l4C年

代と誤差は、下1桁を丸めて10年単位で表示される。また、 」4C年代の誤差（±1o)は、試

料の14C年代がその誤差範囲に入る確率が68.2%であることを意味する。

(3) pMC (percentModernCarbon)は、標準現代炭素に対する試料炭素の｣℃濃度の割合である。

pMCが小さい('4Cが少ない）ほど古い年代を示し、 pMCが100以上('4cの量が標準現代炭素

と同等以上）の場合Modernとする。この値も613Cによって補正する必要があるため、補正

した値を表1に、補正していない値を参考値として表2に示した。

（4）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、

過去の14C濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、 」4C年代に

対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 l標準偏差(10=68.2%)あるいは2標準偏差(2

o=95.4%)で表示される。グラフの縦軸が14C年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較

正プログラムに入力される値は、 613C補正を行い、下一桁を丸めない14C年代値である。な

お、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラ

ムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確

認する必要がある。ここでは､暦年較正年代の計算に、IntCalO9データベース(Reimereta1.

2009）を用い、 OxCalv4. l較正プログラム(BronkRamsey2009)を使用した。暦年較正年代

については、特定のデータベース、プログラムに依存する点を考盧し、プログラムに入力す

る値とともに参考値として表2に示した。暦年較正年代は、 14C年代に基づいて較正

(calibrate) された年代値であることを明示するために「calBC/AD｣ (または「calBP｣)

という単位で表される。

6測定結果

試料の14C年代は、Vb層上位のVBB-02出土炭化種子No.004が3120±30yrBP、 H-29区包含層V

b層上位出土炭化種子No.012が3110±30yrBPである。Vb層上位から出土した2点の値は、誤差

（±10)の範囲でよく一致する。

暦年較正年代(10)は、 No.004が1435～1386calBCの範囲、 No.012が1426～1322calBCの間

に2つの範囲で示される。いずれも縄文時代後期末葉頃に相当する年代値で（小林編2008)、出土

土器の時期と整合的である。

試料の炭素含有率はいずれも60％を超える十分な値で､化学処理､測定上の問題は認められない。

参考文献

BronkRalnseyC. 2009Bayesiananalysisofradiocarbondates, /bdZ.ocarbo"51(1) , 337-360

小林達雄編2008総覧縄文土器総覧縄文土器刊行委員会， アム・プロモーション

Reimer, P.J・ eta1. 20091ntCalO9andMarineO9radiocarbonagecalibrationcurves, 0-50,000

yearscalBP,"dZ.ocarbo"51(4), 1111-1150

StuiverM・ andPolachH.A. 1977Discussion: Reportingof'4Cdata, /Radz.ocarb"19(3) , 355-363
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表1
6 3C補正あり

u縣餅｡ | ,Mc("試料形態|処理方灌| ‘(鮒･）測定番号 ｜試料名 採取場所

V層焼骨片集中02(VBB-02)

Vb層上位

H-29区包含層

Vb層上位

H-29区包含層

Vb層上位

炭化種子
ｸﾙﾐ殼片

IAAA－l23073No.004

IAAA-123074No.012No.012

IAA －28.91±0.35 1 3.120±3067.78=t0.23

炭化種子

クルミ殼片
AAA -24.02±0.54 3.110±3067.90±0.23

I#55791

表2
6 '3C補正なし

測定番号 Age (yrBP) pMC (%) | 暦年較正用(yrBP) 20暦年代範囲lo暦年代節開

1452calBC-1370calBC

(81.9%)

1356calBC-1316calBC

(135%)

l435calBC－1386calBC

（68.2%）
IAAA-1230731 3,190=t30 67.24±0.22 3,124=t26

1426calBC-1379calB(

（55.8%）
1336calBC-1322calB[

(12.4%)

1437calBC 1312calBC

（954%）
IAAA－123074 3，090±30 3,109±2768.04=t0.22

[参考値］
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オニキシベ6遺跡

第2節黒曜石原産地分析

㈱第四紀地質研究所

1分析試料の調整と実験条件

（1） 実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光X線分析装置（日本電子製JSX-3200)で行なった。

この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法(FP法）による自動定

量計算システムが採用されており、 6C～92Uまでの元素分析ができ、ハイパワーX線源(最大30kV、

4InA)の採用で微量試料～最大290m血×80mmHまでの大型試料の測定が可能である。小形試料では

16試料自動交換機構により連続して分析できる。分析はバルクFP法でおこなった。FP法とは試

料を構成する全元素の種類と濃度、X線源のスペクトル分布、装置の光学系各元素の質量吸収係

数など装置定数や物性値を用いて、試料から発生する各元素の理論強度を計算する方法である。

実験条件はバルクFP法（スタンダードレス方式)、分析雰囲気＝真空、X線管ターゲット素材＝

Rh、加速電圧=30kV、管電流＝自動制御、分析時間=200秒（有効分析時間）である。また、分

析にあたっては標準サンプルを分析し､キャリブレーションを行い､装置の正常さを保って行った。

分析対象元素はSi, Ti, Al, Fe, Mn, Mg, Ca, Na, K, P, Rb, Sr, Y, Zrの14元素、分析値は

黒曜石の含水量＝0と仮定し、酸化物の重量％を100%にノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量％は小数点以下2桁で表示することになっているが､微量元素のRb, Sr,

Y, Zrは重量％では小数点以下3～4桁の微量となり、小数点以下2桁ではOと表示される。 ここで

は分析装置のソフトにより計算された小数点以下4桁を用いて化学分析結果を表示した。

主要元素と微量元素の酸化物濃度（重量％）でSiO2~Al203、Fe203~TiO2、K20-CaOの各相関図、RbSr

は積分強度の相関図の4組の組み合わせで図を作成した。

2分析結果

表’ 化学分析表には分析結果に基づいて原産地も記載してある。

1） 表1に示すように、最も多く検出されたのは赤井川で7個、次いで所山の3個である。

2） 図1～図4を検討すると図2Fe203~TiO2図では各試料は領域を少し外れており、幾分被熱

しているのかもしれない。

引用文献

井上巖（2008）東北日本の原産地黒曜石北海道編

90



第IV章自然科学的分析

表1化学分析表
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オニキシベ6遺跡

第3節北海道勇払郡厚真町オニキシベ6遺跡の動物

高橋理／千歳市埋蔵文化財センター

はじめに

平成14年度から開始された厚真川上流域における厚幌ダム建設関連の発掘調査において､まとま

った出土資料の出土はオニキシベ6遺跡をもって初出とする。遺物は､擦文文化期､続縄文文化期、

縄文晩期～早期である。

筆者に分析の機会を与えられた厚真町教育委員会各位に心より御礼申し上げます。

出-上動物

哺乳綱Ma皿nalia

食肉目Carnivora

イヌ科Canidae

クジラ偶蹄目Cetartiodactyla

シカ科Cervidae

ニホンジカCbrv",s' /7I.ﾒﾌpo"

イノシシ科Suidae

イノシシ5､zﾉsscro命ZezﾉCO"ﾘ'srak

若干のコメント

Vb層上位におけるイノシシの出土が特筆される。すべて焼けており、道内各地の例と同様とい

えよう。成獣･幼獣の区別ができる例はなかったが、幼獣がごく多いという印象はない。今後当地域

の調査が増えれば、縄文後期の動物相のあり方が明確になってくると思われる。

参考文献

Carden,R.F. andHayden,T.J､2002

EpiphysealFusioninthePostcranialSkeletonasanlndicatorofAgeat

DeathofEuropeanFallowDeer (Da"'afa"'ada"a, Linnaeus, 1758)

9thr"Zの"たre"Ce" 〃urha"2002

"ece"tj㎡”"ceZ〃ﾉｲ9ei"ga"ぴ先迩"gﾉ4"z."aj此"as', 227-236 0xbowBooks

Perdue,J.R. 1983Epiphyseal closureinwhite-taileddeer. ､ﾉb醒刀ajof､脆'jQﾘz･企屹"age"e"t

47 (4) ,1207-1213.
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第Ⅳ章自然科学的分析

表1 フローテーション法動物遣存体同定一覧
時期 遺構/グリッド 層位 部位出土動物 L/R 点数 備考

擦
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オニキシベ6遺跡

第4節オニキシベ6遺跡出土の植物種子について

ProjectSeeds考古植物研究会 椿坂恭代

1 ．遺跡の所在と性格

遺跡の名称：オニキシベ6遺跡(J-13-118)

所在地：勇払郡厚真町字幌内482-2,二級河川厚真川河川敷

発掘調査機関：厚真町教育委員会

発掘調査期間：平成24年7月23日～平成24年9月21日

発掘調査面積: 1,401 ''f

オニキシベ6遺跡は厚真町市街地より約15Km入った山間部の厚真川上流域に形成された河岸段丘

上に存在する。調査区は45m×35mの厚真川の自然堤防上にあるA地区と23m×12mの狭小な独

立丘状のB地区に分かれ、A地区の調査区内は旧家屋の建設に伴って削平、撹乱を受けており、約

半分の面積はⅧ層の基盤シルト層まで露出していた。調査区内の標高は両地区ともに54～56mで、

現厚真川水面との比高差は約3mである。段丘面としては、樽前d火山灰（降下約8,000年前）の

堆積がなく、 この地域における低位段丘面Tlに当たる。

発掘調査では擦文文化期、続縄文文化期、縄文時代の遺構、遺物が検出されており、圧倒的主体

は縄文時代後期末葉三ツ谷式期が主体となっている。 これらの詳細については本編を参照していた

だきたい。

2．扱った資料

平成24年度に調査を実施した縄文時代後期末葉の資料のみで､陸棲哺乳類を主体とする焼骨片集

中や調査区グリッドにおける焼骨片や炭化物が散在している調査区包含層の土壌を採取しフローテ

ーション法で処理、回収されたものである。その後、第1次選別で炭化植物種子などを抽出し送付

されてきたものである。これらの資料を実体顕微鏡で観察し撮影を行なった。出土種子については

表lに示しておく。

3縄文時代後期末葉の遺構から出土した種子

キハダ属蹄emo""ぬり"Rupr. (図版1-1:G-28から出土）

G-28区から酸化した状態で1粒出土。種子は半横広卵形で表皮に浅い凹みによる網目模様がある。

これらの特徴からキハダ助e"ode"乱ro"a""re"seRupr.と判断される。計測値はL3.50×W2.20X

T0.70 (m)

ブドウ科VITIDACEAE(図版1-2a : VBB-02から出土）

焼骨片集中VBB-01から酸化した状態で1粒と、VBB-02から3粒と8片出土。堅果は広倒卵形。背

面は円みがあり、倒へら形の凹みがある。腹面の中央に稜をなし稜の両側に針形の凹みがある。 こ

れらの特徴からブドウ属に分類される。形態の類似した種子にヤマブドウ〃〃scOZ.g刀e".ae
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第Ⅳ章自然科学的分析

Pulliat. 、サンカクヅル〃がs幻aれﾉosaThunb. 、エビヅルレfz."･s金．c狂b"aBungevar. lobata, が

あるが、サンカクヅル，エビヅルの分布域は北海道の南部に限られているという。形態の特徴からヤ

マブドウ的."scoZ.g77e"aePulliatであろう。計測値はL3.80×W3.20×T2. 10 (mm)

ウルシ科ANACARDIACEAE (図版1-3 :VBB02から出土）

焼骨片集中VBB-02から1粒出土。種子は歪んだ扁円形でやや扁平。先端は急に尖る。北海道で

はこれらと類似した形態を持つ種子としてヤマウルシ肋us'"z.chocarpaMiq. 、ツタウルシ励妬

a"〃g"aLava"eeexDippel, 、ヌルデ肋USJ:ava"icaL.がある。出土資料はヤマウルシ肋us

〃ブc加carpaMiq.に似るが、－部破損しており詳細な分類は出来なかった。計測値はL2.70×W3.20

xT1.80 (m)

クリ属"sta"eaMill. (図版1-4a : 1-30から出土）

1-30区から1片出土。堅果は三角状偏円形。長さより幅が広く一側面は丸みがあり、反対面は平ら

な形が多い。子葉の表面には縦雛がある。 このような特徴からクリ属と判断される。破片の計測値

はL7.70×W6.30 (m)

コナラ属皿MZE'L. (図版1-5a : VBB-02から出土）

焼骨片集中VBB-02から2片出土。子葉は長楕円形で表面には縦条がある。 このような形態を持

つ種類にはミズナラ9"er･c"sczゾSpaﾉaBlume, 、 コナラ伽er-c"sserrataThunb. 、カシワ9"erc"5

de"ta"Thunb.などがある。細片のため詳細な分類は出来なかった。また、細片のため計測はして

いない。

クルミ属ﾉZEZa"sL． （図版1-6 :H-29から出土）

各遺構から出土。内果皮はすべて砕片である。核表面には縦に浅い溝状の模様がある。これらの

特徴からオニグルミノUgla"ssZ.eboldia"aMaximと判断される。細片のため計測していない。

不明 （図版1-7a :VBB-01から出土）

焼骨片集中VBB-01から出土。図示した資料はイネ科草本の桿の部分と考えられる形態である。

しかし、資料の保存状態が悪いため、詳細な分類は出来なかった。細片のため計測していない。

不明炭化物（図版1-8 :H-28から出土）

H-28･29区から出土。被熱によるダメージ大きく詳細な分類は出来なかった。径10n血くらいの

炭化物。

その他の不明資料は、極めて保存状態が悪いため分類できなかった。
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4.若干のコメント

検出された植物種子はキハダ属、ブドウ科、 ウルシ科、 クリ属、 コナラ属クルミ属で、いずれ

も可食性、あるいは利用可能のものが多い木本の堅果類である。

今回、注目したいのは、厚真町の発掘調査で始めてクリ属が検出されたことである。クリは日本

各地に分布するブナ科クリ属の落葉広葉樹木である。 日本列島の植生史から、 トチノキやクリが北

海道に進出した正確な時期は不明であるが、ブナは約8， 500年前には本州の北端まで達していたと

いう （辻ほか1983)。約8,500年前から5,300年前ころまでには津軽海峡を越えて、北海道西南部

に達し、約800年ころ前には北桧山に、そして約350年ころ前までには現在の自生北限である黒松

内低地帯に達したとされている（五十嵐ほか1991)。クリが進出した北海道では渡島、後志、石狩、

胆振、 日高地方に分布する。山田らによるとクリの自生北限である石狩低地帯以南の地域で、 クリ

の出現は縄文時代前期後半からだという （山田・柴内1997)。その後の調査で北海道中央部の続縄

文時代の遺跡からは約1,700個体の子葉が出土し、その多くは子葉の中央部に小孔があけられてお

り、 こうした様相はアイヌ民俗例もあり、食料として乾燥保存された状態を示すものであろうとい

う （上野1989)。

今回の調査で得られた、たった1片のクリ子葉であるが、今後の調査において、厚真町域におけ

るクリの出土状況とその利用方法などを検討して行く上で、重要な資料を得ることが出来た。今後

もこうした考古植物学的な事例を蓄積して行くことが重要と考える。

引用文献
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表1炭化種子一覧表
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要 約

オニキシベ6遺跡は厚真川上流域とその支流である鬼岸辺川との合流点に形成された､南側のオニキシベ4遺跡と同じ

河岸段丘上に立地する。下流側のA地区､上流側のB地区がある｡A地区は大部分が削平されているが､南側は後背湿地
または旧河道となる低地があり、縄文時代後期には起伏のある地形であったと推定される｡B地区は河川合流点に接する
小規模な独立丘である。
遺構はTﾋﾟｯﾄ7基､焼骨片集中3カ所などが検出された｡平面が溝状のタイプ(A地区)と楕円形のタイプ(B地区)の二種

類があり､楕円形タイプの坑底面には逆茂木跡が見られる｡焼骨片集中などからはイノシシの骨が出土している。

縄文時代早期～晩期､続縄文文化期､擦文文化期の土器が出土しているが、 17,173点出土のうち､縄文時代後期末葉
の堂林系土器が16,366点と約95%を占める｡擦文文化期以降の遺物はA地区では出土していない｡石器は剥片石器914

点で石嫉が高比率を占める｡礫石器は267点､剥片18,889点､礫4,149点である。
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